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質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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柏の景気情報 （平成２９年１１月分 ）

建　　　設 21
15
20

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２９年１１月２７日　～　平成２９年１２月５日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
47.7%
45.5%

回答数
46.2%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

46.5%

▲25＞DI

36 16 44.4%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
６月 ▲ 16.9 ▲ 18.7 △ 5.8 ▲ 38.0 ▲ 11.7
７月 ▲ 11.4 ▲ 10.5 △ 5.8 ▲ 28.5 ▲ 7.6
８月 ▲ 22.8 ▲ 22.2 ▲ 6.2 ▲ 42.8 ▲ 13.3
９月 ▲ 10.0 ▲ 15.0 △ 15.3 ▲ 45.4 △ 26.6

１０月 ▲ 19.7 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 60.0 ±0.0
１１月 ▲ 23.6 ▲ 19.0 ▲ 6.6 ▲ 50.0 ▲ 12.5

見通し ▲ 18.0 ▲ 4.7 ±0.0 ▲ 55.0 ▲ 6.2
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「原料も高騰状態で推移」（特殊産業用機械）、「材料の値上げに苦慮している」（紙製容器製造業）、「年末が近づくにつ
れ各材料の値上げが相次ぐ。クリスマス時期が今から心配」（菓子・パン小売業）との声が寄せられた。

【卸小売業】からは、「メーカーは在庫調整している感が強い。したがってお買得（バーゲン）商品が出ずらくなっている。
業況は全く良い話は聞かない」（婦人・子供服小売業）、「全体的に気温低下で週末も雨が多く、客足が鈍くなった傾向。
23日～26日「ブラックフライデー」で仕掛けたこともあり月末は売上上昇。気温低下で婦人衣料、肌着衣料は前年をクリ
ア出来たが、紳士衣料は不振となった。ボージョレーヌーボ解禁も年々関心が低下しており前年対比で80％程となった。
お歳暮ギフトは順調に推移している」（その他の各種商品小売業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「売上は前年同期との比較で２０％減少」（印刷業）、「医療向け建材の受注が停滞気味」（特殊産業用機械）、「業況は
全く良い話は聞かない」（婦人・子供服小売業）、「年末の予約（忘年会等）が昨年より減少している」（酒場・ビヤホール）との声が寄
せられた。

◎原材料高騰

◎売上減少

【サービス業】からは、「年末の予約（忘年会等）が昨年より減少している。平日の予約など今後に期待する」（酒場・ビヤ
ホール）、「私事ですが、厚生労働大臣賞（功労賞）を頂いた」（食堂・レストラン）、「（法人）新年度案件の引き合いが活
発になってきた。旅行先としてグアムを敬遠する動きがまだまだある。（個人）GWの予約が活発になってきた。日本各地
の名旅館、ホテルの「おせち料理」に引き合いが増えている」（旅行業）、「お客様からの引き合いは多いが、購入までの
期間は時間がかかっており慎重。高齢者の相続による相談が増えてきている。長期間空家にしている不動産の有効活
用売却相談も少しづつですが増加している」（不動産管理業）、「そごうを見てあきらかのように、大型商業施設所有者は
周辺商業者への影響を考えなければならないと思う」（不動産賃貸業）、「前月比変わらず。世の中好転の兆しがあるも
設備投資には慎重。政府の掛け声があると仕方なく投資する傾向あり」（ソフトウェア業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「募集中なれど応募なし。昨年は１名採用」（内装工事業）、「工場現場作業員の経験者採用が不調」（一般産業用機械・
装置製造業）、「人手不足は死活問題であり、ましてや来年施工される残業45時間規制によってますます悪化する見込み」（ソフト
ウェア業）との声が寄せられた。

◎人手不足

【製造業】からは、「医療向け建材の受注が停滞気味。年末から来年に向けた見通しが不透明」（特殊産業用機械）、「売
上は前年同期との比較で20％減少。要因としては消費・事業の縮小が年々増加してきていることに寄るのであろうか」
（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【平成２９年１１月の調査結果のポイント】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．６(前月水準▲１９．７)となり、マイナ
ス幅が３．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲５０．０(同▲６０．０)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１２．５(同±０．０)、建設業▲１９．０(同▲１０．
０)、製造業▲６．６(同±０．０)である。

○

≪業況ＤＩは全国と比べて全ての業種で悪化。先行きも不透明感が残り悪化の見通し≫

【建設業】からは、「柏駅前そごうの空きビル状態が続いているのだから、駅から徒歩30分の地方エリアの空家・空店舗
が増えていることは仕方がないと思うが、地方創生を望む」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。
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平成29年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 16.9 ▲ 11.4 ▲ 22.8 ▲ 10.0 ▲ 19.7 ▲ 23.6 ▲ 18.0 ( ▲ 12.6 )

建　　　 設 ▲ 18.7 ▲ 10.5 ▲ 22.2 ▲ 15.0 ▲ 10.0 ▲ 19.0 ▲ 4.7 ( △ 5.0 )

製　　　 造 △ 5.8 △ 5.8 ▲ 6.2 △ 15.3 ±0.0 ▲ 6.6 ±0.0 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 38.0 ▲ 28.5 ▲ 42.8 ▲ 45.4 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 55.0 ( ▲ 60.0 )

サ ー ビ ス ▲ 11.7 ▲ 7.6 ▲ 13.3 △ 26.6 ±0.0 ▲ 12.5 ▲ 6.2 ( △ 6.6 )

平成２９年１１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【平成２９年１１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．０（前月水準▲１２．
６）となり、マイナス幅が５．４ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲５５．０(同▲
６０．０)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、製造業±０．０(同△６．２)である。プラスから
マイナスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲６．２(同△６．６)、建設業▲４．７
(同△５．０)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲５０．０(同▲６０．０)で
ある。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１２．５(同±０．０)、建設業▲
１９．０(同▲１０．０)、製造業▲６．６(同±０．０)である。

○

○

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．６(前月水準▲１９．７)となり、
マイナス幅が３．９ポイント拡大した。

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２９年１１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１１月の業況

１１月
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平成29年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 22.5 ▲ 15.7 ▲ 12.8 ▲ 2.8 ▲ 9.8 ▲ 19.4 ▲ 18.0 ( ±0.0 )

建　　　 設 ▲ 31.2 ▲ 21.0 ▲ 16.6 △ 5.0 ▲ 10.0 ▲ 4.7 △ 9.5 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 17.6 ▲ 5.8 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ( △ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 23.8 ▲ 31.8 ▲ 55.0 ▲ 35.0 ▲ 40.0 ( ▲ 35.0 )

サ ー ビ ス ▲ 5.8 △ 7.6 △ 13.3 △ 26.6 △ 40.0 ▲ 12.5 ▲ 18.7 ( △ 33.3 )

先行き見通し

　　平成２９年１１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３
５．０(同▲５５．０)、建設業▲４．７(同▲１０．０)である。プラスからマイナスに転じた業種は、サービ
ス業▲１２．５(同△４０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲２６．６(同±０．０)であ
る。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．０（前月水準±０．
０）となり、マイナス幅は１８．０ポイント拡大する見通しである。

○

【平成２９年１１月の売上についての状況】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１９．４（前月水準▲９．８）となり、
マイナス幅が９．６ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業△９．５(同±０．０)
である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１８．７(同△
３３．３)、製造業▲２６．６(同△１２．５)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲
４０．０(同▲３５．０)である。

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１１月の売上

１…

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２９年１１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成29年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 18.3 ▲ 20.0 ▲ 30.0 ▲ 14.2 ▲ 26.7 ▲ 25.0 ▲ 18.0 ( ▲ 14.0 )

建　　　 設 ▲ 37.5 ▲ 31.5 ▲ 33.3 ▲ 20.0 ▲ 30.0 ▲ 19.0 ▲ 4.7 ( ▲ 20.0 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 18.7 ±0.0 ±0.0 ▲ 26.6 ▲ 13.3 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 28.5 ▲ 23.8 ▲ 38.0 ▲ 40.9 ▲ 65.0 ▲ 35.0 ▲ 45.0 ( ▲ 40.0 )

サ ー ビ ス ▲ 5.8 ±0.0 ▲ 26.6 △ 20.0 ±0.0 ▲ 18.7 ▲ 6.2 ( △ 6.6 )

【平成２９年１１月の採算についての状況】

○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２５．０（前月水準▲２６．７）とな
り、マイナス幅は１．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３
５．０(同▲６５．０)、建設業▲１９．０(同▲３０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、製造業▲２６．６(同±０．０)、サービス業▲１８．７(同±０．０)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１８．０（前月水準▲１４．
０）であり、マイナス幅が４．０ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲４．７(同▲２０．
０)である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲１３．３(同△６．
２)、サービス業▲６．２(同△６．６)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲４
５．０(同▲４０．０)である。

先行き見通し

　　平成２９年１１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１１月の採算

１１月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0
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▲ 10.0
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△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値
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平成２９年１１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業
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サ ー ビ ス
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○

平成29年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 26.7 ▲ 28.5 ▲ 21.4 ▲ 34.2 ▲ 36.6 ▲ 30.5 ▲ 25.0 ( ▲ 30.9 )

建　　　 設 ▲ 25.0 ▲ 21.0 ▲ 22.2 ▲ 35.0 ▲ 40.0 ▲ 23.8 ▲ 23.8 ( ▲ 25.0 )

製　　　 造 ▲ 29.4 ▲ 29.4 ▲ 6.2 ▲ 30.7 ▲ 25.0 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 33.3 ▲ 47.6 ▲ 33.3 ▲ 40.9 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ( ▲ 50.0 )

サ ー ビ ス ▲ 17.6 ▲ 15.3 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 18.7 ▲ 12.5 ( ▲ 20.0 )

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２５．０（前月水準▲３０．
９）となり、マイナス幅が５．９ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲３０．０(同▲５０．０)、サービス業▲１２．５(同▲２０．０)、建設業▲２３．８(同▲２５．０)であ
る。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲３３．３(同▲２５．０)である。

先行き見通し

【平成２９年１１月の仕入単価についての状況】

○ １１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３０．５（前月水準▲３６．６）とな
り、マイナス幅が６．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲２３．８
(同▲４０．０)、卸小売業▲４０．０(同▲５０．０)、サービス業▲１８．７(同▲２６．６)である。マイナス
幅が拡大した業種は、製造業▲４０．０(同▲２５．０)である。

　　平成２９年１１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２９年１１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１１月の仕入単価

１１月
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○

平成29年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 △ 12.6 △ 18.5 △ 12.8 △ 22.8 △ 22.5 △ 16.6 △ 20.8 ( △ 25.3 )

建　　　 設 △ 6.2 △ 5.2 △ 11.1 △ 25.0 △ 30.0 △ 28.5 △ 33.3 ( △ 35.0 )

製　　　 造 △ 5.8 △ 23.5 △ 18.7 △ 30.7 △ 31.2 △ 26.6 △ 33.3 ( △ 37.5 )

卸 ・ 小売 △ 14.2 △ 19.0 △ 4.7 △ 9.0 ±0.0 ±0.0 △ 5.0 ( ±0.0 )

サ ー ビ ス △ 23.5 △ 30.7 △ 20.0 △ 33.3 △ 33.3 △ 12.5 △ 12.5 ( △ 33.3 )

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、△２０．８（前月水準△２５．
３）であり、プラス幅が４．５ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業△５．０(同±０．
０)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業△１２．５(同△３３．
３)、製造業△３３．３(同△３７．５)、建設業△３３．３(同△３５．０)である。

　　平成２９年１１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１６．６（前月水準△２２．５）とな
り、プラス幅が５．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、卸小売業±０．０(同±０．０)である。プラス幅が
縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業△１２．５(同△３３．３)、製造業△２６．６(同△３１．
２)、建設業△２８．５(同△３０．０)である。

【平成２９年１１月の従業員についての状況】

○

▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１１月の従業員

１１月

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２９年１１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成29年
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月～２月 ( １１月～１月 )

全　産　業 ▲ 5.6 ▲ 10.0 ▲ 15.7 ▲ 5.7 ▲ 9.8 ▲ 12.5 ▲ 2.7 ( ▲ 1.4 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 5.2 ▲ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 ▲ 14.2 △ 4.7 ( △ 15.0 )

製　　　 造 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 25.0 ±0.0 ▲ 6.2 ▲ 6.6 △ 13.3 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 9.5 ▲ 14.2 ▲ 23.8 ▲ 22.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ( ▲ 25.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 ±0.0 △ 13.3 ▲ 6.6 ±0.0 ±0.0 ( △ 6.6 )
　

先行き見通し

平成２９年１１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２９年１１月の資金繰りについての状況】

１１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．５（前月水準▲９．８）となり、
マイナス幅が２．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業±０．０(同▲６．６)であ
る。変らない業種は、卸小売業▲２５．０(同▲２５．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の
大きい順に、建設業▲１４．２(同±０．０)、製造業▲６．６(同▲６．２)である。

向こう３ヶ月（１２月から２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２．７（前月水準▲１．４）
となり、マイナス幅が１．３ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△１３．３(同±０．
０)である。変らない見通しの業種は、卸小売業▲２５．０(同▲２５．０)である。プラス幅が縮小する
見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業△４．７(同△１５．０)、サービス業±０．０(同△６．６)であ
る。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ＤＩ値

月別

平成２９年１１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２９年１１月の資金繰り

１１月

8



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 19.4 ▲ 18.0 ▲ 25.0 ▲ 18.0 ▲ 30.5 ▲ 25.0 △ 16.6 △ 20.8
建　　　設 ▲ 4.7 △ 9.5 ▲ 19.0 ▲ 4.7 ▲ 23.8 ▲ 23.8 △ 28.5 △ 33.3
製　　　造 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 26.6 ▲ 13.3 ▲ 40.0 ▲ 33.3 △ 26.6 △ 33.3
卸 ・小売 ▲ 35.0 ▲ 40.0 ▲ 35.0 ▲ 45.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ±0.0 △ 5.0
サービス ▲ 12.5 ▲ 18.7 ▲ 18.7 ▲ 6.2 ▲ 18.7 ▲ 12.5 △ 12.5 △ 12.5

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 23.6 ▲ 18.0 ▲ 12.5 ▲ 2.7
建　　　設 ▲ 19.0 ▲ 4.7 ▲ 14.2 △ 4.7
製　　　造 ▲ 6.6 ±0.0 ▲ 6.6 △ 13.3
卸 ・小売 ▲ 50.0 ▲ 55.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0
サービス ▲ 12.5 ▲ 6.2 ±0.0 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２９年１１月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピックス 業種

柏駅前のそごうの空きビル状態が続いているのだから、駅から徒歩30分の柏の地方
エリアの空家空店舗が増えていることは仕方がないとは思いますが、地方創生を望
みます。

郊外空店舗増加
内装工事業

募集中なれど応募なし。昨年１名採用。 人手不足
その他の職別工事業

医療向け建材の受注が停滞気味。年末から来年に向けた見通しが不透明。原料も高
騰状態で推移している。

受注停滞
先行き不透明
材料高騰

特殊産業用機械

材料の値上げに苦慮している。 材料値上げ
紙製容器製造業

売上前年同期との比較では、マイナス20％減少。要因としては消費・事業の縮小が
年々増加してきていることに寄るのであろうか。

売上減少
印刷業

工場現場作業員の経験者採用が不調。 人手不足
一般産業用機械・装置製造業

メーカー的には在庫調整している感が強い。したがってお買得（バーゲン）商品が出
ずらくなっている。業況は全く良い話は聞かない。

業況悪化
婦人・子供服小売業

全体的に気温低下ではあったが週末い向け雨が多く客足が鈍くなった傾向。23日～
26日「ブラックフライデー」で仕掛けたこともあり月末は売上上昇。気温低下で婦人衣
料、肌着衣料は前年をクリアー出来たが、紳士衣料は不振となった。ボージョレー
ヌーボ解禁も年々関心が低下しており前年対比で80％程となった。お歳暮ギフトは昨
年に順調に推移している。

天候不順
売上上昇
ボージョレーヌーボ
お歳暮 その他の各種商品小売業

年末が近づくにつれ各材料の値上げが相次ぐ。クリスマス時期が今から心配。 材料値上げ
クリスマス商戦 菓子・パン小売業

年末の予約（忘年会等）が昨年より減少しております。平日の予約、今後に期待す
る。

売上減少
酒場・ビヤホール

私事では御座いますが、平成29年10月26日に厚生労働大臣賞（功労賞）を頂きまし
た。

表彰
食堂・レストラン

法人：新年度案件の引き合いが活発になってきた。旅行先としてグアムを敬遠する動
きがまだまだある。個人：GWの予約が活発になってきた。日本各地の名旅館、ホテル
の「おせち料理」に引き合いが増えている。

新年度好調
おせち好調

旅行業

相変わらずお客様からの引き合いは多いですが、購入までの期間は時間がかかって
おり慎重です。高齢者の相続による相談が増えてきています。長期間空家にしている
不動産の有効活用売却相談も少しづつですが増加しています。

不動産購入慎重
高齢者の相談増加

不動産管理業

そごうを見てあきらかのように、大型商業施設所有者は周辺商業者への影響を考え
なければならないと思います。

そごう
不動産賃貸業

前月比、変わらず。世の中好転の兆しあるも設備投資には慎重です。政府の掛け声
があると仕方なく投資する傾向あり。また人手不足は死活問題であり、ましてや来年
施工される残業45時間規制によってますます悪化する見込みです。

好転の兆し
設備投資慎重
人手不足
残業規制

ソフトウェア業

卸小売

建設

製造業

サービス業
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【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△１６．６に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２６．
４で柏の方がプラス幅が９．８ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、製造業であり１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が
悪い業種は、建設業・卸小売業・サービス業であり、卸小売業・サービス業
では、１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１２．５に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲８．８
で柏の方がマイナス幅が３．７ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建
設業・製造業・卸小売業である。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲２５．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１５．
１で柏の方がマイナス幅が９．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種はない。「柏の景気」の方が悪い業種は、すべてであり、
製造業・卸小売業では、１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲３０．５に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲３７．
５で柏の方がマイナス幅が７．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業・製造業・サービス業であり、建設業・サービス
業では１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業で
あり１０ポイント以上悪い。

平成２９年１１月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．６に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１４．
９で柏の方がマイナス幅が８．７ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種はなく、卸小売業では１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１９．４に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲９．５
で柏の方がマイナス幅が９．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業・
サービス業・卸小売業であり、製造業では１０ポイント以上悪い。
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 3 調査期間：平成29年11月14日～20日 
 
調査対象：全国の422商工会議所が3865企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（11 月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
改
善
。
先
行
き

は
持
ち
直
し
へ
の
期
待
感
み
ら
れ

る
も
、
ほ
ぼ
横
ば
い 

 

十
一
月
の
全
産
業
合
計
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
４
．
９
と
、
前

月
か
ら
＋
１
．
１
ポ
イ
ン
ト
の
改

善
。
電
子
部
品
、
自
動
車
、
産
業

用
機
械
関
連
を
中
心
に
製
造
業

が
全
体
を
牽
引
し
た
ほ
か
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
の

拡
大
や
、
消
費
の
持
ち
直
し
を
指

摘
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。
他
方
、

人
手
不
足
の
影
響
拡
大
や
、
仕
入

価
格
、
運
送
費
の
上
昇
、
消
費
者

の
節
約
志
向
が
引
き
続
き
中
小

企
業
の
マ
イ
ン
ド
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、
業
況
改
善
に
向
け

た
動
き
は
力
強
さ
を
欠
い
て
い

る
。 先

行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
５
．
４
（
今

月
比
▲
０
．
５
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ

ぼ
横
ば
い
を
見
込
む
。
輸
出
や
設

備
投
資
の
堅
調
な
推
移
、
個
人
消

費
の
持
ち
直
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
た
観
光
需
要
拡
大
、
経
済

対
策
・
補
正
予
算
な
ど
へ
の
期
待

感
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、
深
刻

な
人
手
不
足
の
影
響
拡
大
や
、
原

材
料
費
・
運
送
費
の
上
昇
な
ど
を

懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
中
小
企
業

の
業
況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
す
る
見
通
し
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

  

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
卸
売
業

で
悪
化
、
そ
の
他
の
４
業
種
で
改

善
し
た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下

の
と
お
り
。 

 

【
建
設
業
】「
ホ
テ
ル
建
設
な
ど

の
民
間
工
事
が
堅
調
な
た
め
、
売

上
は
改
善
し
て
い
る
が
、
合
板
や

鋼
材
を
始
め
と
す
る
建
材
価
格

上
昇
の
価
格
転
嫁
に
は
苦
戦
し

て
い
る
」（
建
築
工
事
業
）、「
人
手

不
足
で
受
注
制
限
せ
ざ
る
を
得

ず
、
売
上
は
伸
び
悩
ん
だ
。
下
請

事
業
者
の
人
手
不
足
の
影
響
か

ら
、
下
請
先
の
確
保
に
も
難
航
し

て
い
る
」（
一
般
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
ア
ジ
ア
、
Ｅ
Ｕ
を
始

め
と
し
た
旺
盛
な
海
外
需
要
に

加
え
、
国
内
で
も
新
車
な
ど
の
引

き
合
い
が
強
く
、
売
上
は
改
善
し

た
」（
自
動
車
部
品
製
造
業
）、「
原

材
料
価
格
や
燃
料
費
、
運
送
費
の

上
昇
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
販
売

先
の
設
備
投
資
意
欲
が
引
き
続

き
好
調
な
た
め
、
売
上
・
採
算
と

も
に
改
善
し
た
」（
産
業
用
機
械

製
造
業
）、「
不
漁
の
影
響
か
ら
原

材
料
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
採

算
は
悪
化
し
た
。
だ
が
、
来
年
か

ら
の
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
取
引
先
の
合
意
が
取
れ
た

た
め
、
今
後
採
算
は
改
善
す
る
見

通
し
」（
水
産
食
料
品
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
生
産
性
向
上
を
目
的

と
し
た
設
備
投
資
案
件
が
増
加

し
、
売
上
は
改
善
し
た
が
、
運
送
費

や
仕
入
価
格
、
人
件
費
な
ど
の
上

昇
に
よ
り
、
収
益
は
圧
迫
さ
れ
て

い
る
」（
産
業
用
機
械
卸
売
業
）、

「
建
設
業
か
ら
の
引
き
合
い
は
多

い
が
、
米
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
に
伴

う
復
興
需
要
や
カ
ナ
ダ
の
山
火
事

の
影
響
か
ら
、
米
国
産
木
材
の
価

格
が
急
激
に
上
昇
し
た
た
め
、
価

格
転
嫁
が
間
に
合
わ
ず
採
算
悪
化

と
な
っ
た
」（
建
設
資
材
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

株
高
を
背
景
に
富
裕
層
消
費
も
伸

び
、
高
額
品
の
売
上
が
改
善
し
た
。

急
激
な
気
温
低
下
か
ら
冬
物
衣
料

に
も
動
き
が
見
ら
れ
る
」
（
百
貨

店
）、「
天
候
が
落
ち
着
き
、
来
店
客

数
は
例
年
並
み
に
な
っ
て
き
た
も

の
の
、
低
価
格
志
向
が
根
強
く
、
売

上
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

消
費
者
の
嗜
好
を
つ
か
む
こ
と

で
、
年
末
商
戦
で
は
売
上
拡
大
を

図
る
」（
化
粧
品
小
売
業
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
む
宿
泊
客
数
が
増
加
し
、
売
上

は
改
善
。
年
末
年
始
に
向
け
観
光

客
数
が
増
加
す
る
た
め
、
さ
ら
な

る
売
上
増
が
見
込
め
る
」（
宿
泊

業
）、「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
不

足
の
た
め
、
席
数
を
絞
っ
て
営
業

せ
ざ
る
を
得
ず
、
売
上
は
伸
び
悩

ん
だ
。
農
水
産
物
の
仕
入
価
格
上

昇
に
よ
り
、
収
益
も
圧
迫
さ
れ
て

い
る
」（
飲
食
業
） 

 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
６月 ▲ 14.5 ▲ 14.3 ▲  8.6 ▲  8.6 ▲ 32.1 ▲  8.8 

７月 ▲ 16.1 ▲ 13.3 ▲  9.5 ▲ 11.9 ▲ 33.9 ▲ 11.7 

８月 ▲ 18.2 ▲ 14.2 ▲  6.9 ▲ 17.0 ▲ 36.3 ▲ 17.2 

９月 ▲ 15.3 ▲  7.4 ▲ 10.1 ▲ 19.2 ▲ 31.4 ▲ 10.8 

１０月 ▲ 16.0 ▲ 11.4 ▲  9.3 ▲ 13.1 ▲ 34.6 ▲ 12.8 

１１月 ▲ 14.9 ▲ 10.0 ▲  4.2 ▲ 24.3 ▲ 31.7 ▲ 10.9 

見通し ▲ 15.4 ▲ 16.3 ▲  5.5 ▲ 21.0 ▲ 26.2 ▲ 13.2 

 



 調査期間 : 平成29年11月27日～12月5日 
 
調査対象：柏市内１５６事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数７２件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（１１月の調査結果のポイント） 

柏 

市 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
ほ
ぼ
全
て
の
業

種
で
悪
化
。
先
行
き
も
不
透
明

感
が
残
り
、
慎
重
な
見
方
が
続

く
。 

 

十
一
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ

Ｉ
値(
前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
以

下
同
じ)
は
、
▲
２
３
．
６(

前

月
水
準
▲
１
９
．
７)

と
な
り

マ
イ
ナ
ス
幅
が
３
．
９
ポ
イ
ン

ト
拡
大
し
た
。 

業
種
別
で
は
、
前
月
水
準
と

比
べ
て
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小

し
た
業
種
は
、
卸
小
売
業
▲
５

０
．
０(

同
▲
６
０
．
０)

で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た

業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、

サ
ー
ビ
ス
業
▲
１
２
．
５(

同

±
０
．
０)

、
建
設
業
▲
１
９
．

０(

同
▲
１
０
．
０)

、
製
造
業

▲
６
．
６(

同
±
０
．
０)

で
あ

る
。 

 【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
柏
駅
前

そ
ご
う
の
空
き
ビ
ル
状
態
が
続
い

て
い
る
の
だ
か
ら
、
駅
か
ら
徒
歩 

３
０
分
の
地
方
エ
リ
ア
の
空
き

家
・
空
店
舗
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
仕
方
が
な
い
と
思
う
が
、
地
方

創
生
を
望
む
」（
内
装
工
事
業
）
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
医
療
向

け
建
材
の
受
注
が
停
滞
気
味
。
年

末
か
ら
来
年
に
向
け
た
見
通
し
が

不
透
明
」（
特
殊
産
業
用
機
械
）、

「
売
上
は
前
年
同
期
と
の
比
較
で

２
０
％
減
少
。
要
因
と
し
て
は
消

費
・
事
業
の
縮
小
が
年
々
増
加
し

て
き
て
い
る
こ
と
に
寄
る
の
で
あ

ろ
う
か
」（
印
刷
業
）
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
メ
ー

カ
ー
は
在
庫
調
整
し
て
い
る
感
が

強
い
。
し
た
が
っ
て
お
買
得
（
バ
ー

ゲ
ン
）
商
品
が
出
辛
く
な
っ
て
い

る
。
業
況
は
全
く
良
い
話
は
聞
か

な
い
」（
婦
人
・
子
供
服
小
売
業
）、

「
全
体
的
に
気
温
低
下
で
週
末
も

雨
が
多
く
、
客
足
が
鈍
く
な
っ
た

傾
向
。
２
３
日
～
２
６
日
「
ブ
ラ
ッ

ク
フ
ラ
イ
デ
ー
」
で
仕
掛
け
た
こ

と
も
あ
り
月
末
は
売
上
上
昇
。
気

温
低
下
で
婦
人
衣
料
、
肌
着
衣
料

は
前
年
を
ク
リ
ア
出
来
た
が
、
紳

士
衣
料
は
不
振
と
な
っ
た
。
ボ
ー

ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
解
禁
も
年
々
関

心
が
低
下
し
て
お
り
前
年
対
比
で

８
０
％
程
と
な
っ
た
。
お
歳
暮
ギ

フ
ト
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
」

（
そ
の
他
の
各
種
商
品
小
売
業
）

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
年

末
の
予
約
（
忘
年
会
等
）
が
昨
年
よ

り
減
少
し
て
い
る
。
平
日
の
予
約

な
ど
今
後
に
期
待
す
る
」（
酒
場
・

ビ
ヤ
ホ
ー
ル
）、「
私
事
で
す
が
、
厚

生
労
働
大
臣
賞
（
功
労
賞
）
を
頂
い

た
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）、「（
法

人
）
新
年
度
案
件
の
引
き
合
い
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
。
旅
行
先
と

し
て
グ
ア
ム
を
敬
遠
す
る
動
き
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
。（
個
人
）
Ｇ
Ｗ
の

予
約
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
日

本
各
地
の
名
旅
館
、
ホ
テ
ル
の
「
お

せ
ち
料
理
」
に
引
き
合
い
が
増
え

て
い
る
」（
旅
行
業
）、「
お
客
様
か

ら
の
引
き
合
い
は
多
い
が
、
購
入

ま
で
の
期
間
は
時
間
が
か
か
っ
て

お
り
慎
重
。
高
齢
者
の
相
続
に
よ

る
相
談
が
増
え
て
き
て
い
る
。
長

期
間
空
き
家
に
し
て
い
る
不
動
産

の
有
効
活
用
売
却
相
談
も
少
し
ず

つ
だ
が
増
加
し
て
い
る
」（
不
動
産

管
理
業
）、「
そ
ご
う
を
見
て
あ
き

ら
か
の
よ
う
に
、
大
型
商
業
施
設

所
有
者
は
周
辺
商
業
者
へ
の
影
響

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
」（
不
動
産
賃
貸
業
）、「
前
月
比

変
わ
ら
ず
。
世
の
中
好
転
の
兆
し

が
あ
る
も
設
備
投
資
に
は
慎
重
。

政
府
の
掛
け
声
が
あ
る
と
仕
方
な

く
投
資
す
る
傾
向
あ
り
」（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

  十
一
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
人
手
不
足 

各
業
種
よ
り
、「
募
集
中
な
れ
ど

応
募
な
し
。
昨
年
は
１
名
採
用
」

（
内
装
工
事
業
）、「
工
場
現
場
作

業
員
の
経
験
者
採
用
が
不
調
」（
一

般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）、

「
人
手
不
足
は
死
活
問
題
で
あ

り
、
ま
し
て
や
来
年
施
工
さ
れ
る

残
業
４
５
時
間
規
制
に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
悪
化
す
る
見
込
み
」（
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。 

 ◎
原
材
料
高
騰 

各
業
種
よ
り
、「
原
料
も
高
騰
状

態
で
推
移
」（
特
殊
産
業
用
機
械
）、

「
材
料
の
値
上
げ
に
苦
慮
し
て
い

る
」（
紙
製
容
器
製
造
業
）、「
年
末

が
近
づ
く
に
つ
れ
各
材
料
の
値
上

げ
が
相
次
ぐ
。
ク
リ
ス
マ
ス
時
期

が
今
か
ら
心
配
」（
菓
子
・
パ
ン
小

売
業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

◎
売
上
減
少 

各
業
種
よ
り
、「
売
上
は
前
年
同

期
と
の
比
較
で
２
０
％
減
少
」（
印

刷
業
）、「
医
療
向
け
建
材
の
受
注

が
停
滞
気
味
」
（
特
殊
産
業
用
機

械
）、「
業
況
は
全
く
良
い
話
は
聞

か
な
い
」
（
婦
人
・
子
供
服
小
売

業
）、「
年
末
の
予
約
（
忘
年
会
等
）

が
昨
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
」（
酒

場
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
）
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。 

  全
国
の
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観

測
調
査(CCI-LOBO)

と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」

が
▲
２
３
．
６
に
対
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｉ

䢢
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
」
が
▲
１
４
．
９
で
柏

の
方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
が
８
．７
ポ
イ

ン
ト
大
き
い
。
業
種
別
で
は
、「
柏

の
景
気
」
の
方
が
良
い
業
種
は
な

く
、卸
小
売
業
で
は
１
０
ポ
イ
ン
ト

以
上
悪
い
。 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

６月 ▲16.9 ▲18.7 △ 5.8 ▲38.0 ▲11.7 

７月 ▲11.4 ▲10.5 △ 5.8 ▲28.5 ▲ 7.6 

８月 ▲22.8 ▲22.2 ▲ 6.2 ▲42.8 ▲13.3 

９月 ▲10.0 ▲15.0 △15.3 ▲45.4 △26.6 

１０月 ▲19.7 ▲10.0 ± 0.0 ▲60.0 ± 0.0 

１１月 ▲23.6 ▲19.0 ▲ 6.6 ▲50.0 ▲12.5 

見通し ▲18.0 ▲ 4.7 ± 0.0 ▲55.0 ▲ 6.2 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 


